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ヒトの脊椎骨には2種類の細胞（破骨細胞及び骨芽細胞）がある。これらの細胞により、ヒトの骨
は骨吸収と骨形成を繰り返し、骨からカルシウムを出し入れしている。さらに、これら2種類の細胞
はコミュニケーションをとっており、増殖及び分化を互いに制御している。現在まで、骨形成に関す
る知見（主に哺乳類）は、両方の細胞を共存させて骨の形成過程を調べることが非常に難しいため、
動物そのものを用いた加vivoの実験が多い。加W"oの良いモデルシステムは、これまで報告されてい
ない。
魚類のウロコには、両方の細胞が存在し、さらにウロコは再生するという特徴がある。また、ウロ
コは1個体から多量に採取可能なため、再生過程における骨芽細胞の変化を調べることができる。
したがって、再生ウロコが骨再生のモデルとして有効である可能性が高い。そこで本研究では、l)
再生過程の組織学的な変化、2）骨芽細胞の活性の変化、3）ホルモン（エストロゲン）に対する応答
性を調べた。
材料としてキンギョ(Cqγα“〃sα”α〃s)を用い、以下3種類の実験を行った。
実験1：小型のキンギョ（体重約69)を麻酔し、左側のウロコを取り除いた。その後、3，4，7，
10，15及び24日にブアンで固定し、パラフィン法で切片を作成した。その切片をヘマトキシ
リン・エオシンにより染色し、ウロコの再生を観察した。
実験2：大型のキンギヨ（オス､約309)の左側のウロコを取り、7及び10日後の再生されたウロコ
の骨芽細胞の活性を調べた。その指標としてアルカリフォスファターゼ(ALP)活性を
SuzukiandHattori(2002)の方法により測定し、右側のウロコと比較した。
実験3：大型のキンギョ（オス､約309)のウロコ（左側のみ）を取り、7及び10日後の再生された
ウロコを採取した。それらのウロコを培養し、骨芽細胞の増殖・分化に関与するホルモン
（エストロゲン）に対する応答性を右側のウロコと比較した。
実験1の観察結果を以下に示す。3日目において骨芽細胞の固まりが観察された。その後骨基質が
でき、以後徐々に骨基質が成長し、さらに骨芽細胞の活性が高い状態が続いた。7日目にはカルシウ
ムの沈着が生じ、7-10日目において､骨芽細胞の活性が高いという結果が得られた。15日目では骨芽
細胞の活性が低下し、カルシウムの沈着が進行し、24日目において成熟したウロコと同じ状態にまで
再生が進行した。したがって、10日前後まで骨芽細胞が活性化され、7日目では石灰化（骨化）が起
きていることが判明した。これらの結果は、ラットの頭蓋骨の形成過程と非常によく似ており、再生
ウロコは骨再生のモデルとして使用できることが判明した。
ALP活性は、再生ウロコ(Regeneratingscales)の方が右側のウロコ(Ontogenicscales)よりも高く、
さらに7日よりも10日の方が高い値を示した(Fig.1)。したがって、10日目の再生ウロコにおいて、
その骨芽細胞の活性がピークに達している可能性が示された。なお15日目の再生ウロコのALP活性を
追試した結果、10日目の方が高い値を示した。したがって、10日目の再生ウロコにおいて、骨芽細胞
の活性が最も高いと結論づけられる。
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